
 
 
 

（概要版） 意欲的に取り組み、確実に技能を高める 
 器械運動系指導の工夫 

－スモールステップ型の授業モデルの作成と活用を通して－ 
 

  長期研修員 中嶋 伸夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 なるほど！ 
 

・第４学年で   
 は、この技 
 を学習すれ 
 ばいいの  
 か！ 
 
・スモールス 
 テップで学 
 習を進めて 
 いくのか！ 

指 導 計 画 

ステップカード 

・「技のポ
イントが分
かりやすい
な」 
 

・「練習の
仕方が分
かった」 
 

・「自分の
段階に合
わせてでき
るぞ」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１の段階 

 「とんとん前回り」 

スモールステップ 

３の段階 
 「助走を付けてロイター板を踏  
   み切って」 

４の段階 

「ロールマットの上で」 

２の段階 
 「助走を付けて跳び箱を踏み 
   切って」 

台上前転の完成！ 

すべての子どもがで
きるようになった！ 

１００％！ 

すべての子どもが跳
べるようになった！ 

１００％！ 

５の段階 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
     問い合わせ先 
                 群馬県総合教育センター 
                 担当係 ：義務教育研究係   ０２７０－２６－９２１３（直通） 
 

・示範動画や連続画像でポイ  
 ントを理解 
・ステップカードの活用 

スモールステップによる学習展開で技を習得 

またぎ越しなど → 開脚跳びが全員できた トントン前回りなど → 台上前転が全員できた 

○スモールステップを基に学習を行ったことで、無理なく練習し、一人もつまず   
  くことなくすべての子どもが、確実に技能を高めることができた。 
○ステップカードを活用することで、技のポイントや練習のやり方が分かり、意 
  欲的に学習に取り組むことができた。 

○指導計画にある１授業時間毎の指導内容において、時間内に無理なく学習    
     を進められるように、技や動きの数を考慮する必要がある。 
○技のポイントやスモールステップを、より児童の実態に合ったものに修正し  
  ていく必要がある。 


